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1. 2023年3月期第1四半期の業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 2,239 ― 323 ― 337 ― 245 ―

2022年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 42.94 ―

2022年3月期第1四半期 ― ―

（注）2022年３月期第１四半期は連結業績を開示しておりましたが、同第２四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、2022年３月期第１四半期
の経営成績（累計）及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第1四半期 14,530 12,571 86.5 2,195.39

2022年3月期 14,740 12,595 85.5 2,199.74

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 12,571百万円 2022年3月期 12,595百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 32.00 ― 46.00 78.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 34.00 ― 34.00 68.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,888 △5.2 517 △7.7 525 △10.8 429 △15.2 74.92

通期 8,100 △9.5 1,150 △10.6 1,166 △12.7 953 △18.6 166.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 6,266,000 株 2022年3月期 6,266,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 539,879 株 2022年3月期 539,879 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 5,726,121 株 2022年3月期1Q 5,726,143 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、新たな変異株の出現により新型コロナウイルスの感染者は再び増

加傾向に転じましたが、各種の活動制限は緩和されており経済活動は正常化への動きが見られました。しかしなが

ら、原材料高や半導体不足等の状況が解消しないなか、ロシアによるウクライナ侵攻に伴う資源価格の上昇、また

急激な円安の進行等により、先行きは不透明な状況が続いております。

　このような状況のなか、当社は、各種の展示会への出展のほか、引き続き代理店への当社商品の深耕を深め、販

売の拡充等に努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高2,239百万円、営業利益323百万円、経常利益337百万円、四

半期純利益245百万円となりました。

（注）当社は、前年第２四半期会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、四半期損益計算書に係る比較情

報を記載しておりません。

　なお、当社は環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグメントの記

載は省略しております。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べて209百万円減少し、14,530百万円となりま

した。減少の主な要因は、有価証券が500百万円、商品が99百万円増加したものの、現金及び預金が738百万円、繰

延税金資産が59百万円減少したこと等によるものであります。

　負債合計は、前事業年度末と比べて185百万円減少し、1,959百万円となりました。減少の主な要因は、固定負債

その他が142百万円、支払手形及び買掛金が109百万円増加したものの、未払法人税等が251百万円、役員退職慰労

引当金が137百万円減少したこと等によるものであります。

　純資産合計は前事業年度末と比べて24百万円減少し、12,571百万円となりました。この結果自己資本比率は

86.5％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異

なる可能性があります。なお、2023年３月期通期の業績予想につきましては、2022年４月28日公表の業績予想から

変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2022年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,938,986 3,200,174

受取手形及び売掛金 2,065,026 2,084,313

有価証券 3,599,659 4,099,674

商品 940,676 1,040,407

その他 54,962 44,823

貸倒引当金 △190 △190

流動資産合計 10,599,119 10,469,203

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,283,942 1,270,193

土地 2,109,653 2,109,653

その他（純額） 25,994 24,334

有形固定資産合計 3,419,590 3,404,181

無形固定資産

ソフトウエア仮勘定 83,567 85,063

その他 11,674 11,545

無形固定資産合計 95,241 96,608

投資その他の資産

投資有価証券 265,660 257,880

繰延税金資産 277,523 218,080

その他 83,068 84,335

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 626,241 560,286

固定資産合計 4,141,074 4,061,076

資産合計 14,740,194 14,530,280

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2022年６月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 249,466 358,566

未払法人税等 290,572 39,022

賞与引当金 112,000 54,000

商品保証引当金 10,800 9,800

その他 442,398 454,912

流動負債合計 1,105,236 916,301

固定負債

退職給付引当金 600,489 599,324

役員退職慰労引当金 137,860 －

再評価に係る繰延税金負債 172,407 172,407

その他 128,231 271,156

固定負債合計 1,038,988 1,042,888

負債合計 2,144,225 1,959,190

純資産の部

株主資本

資本金 2,077,765 2,077,765

資本剰余金 2,402,232 2,402,232

利益剰余金 8,539,378 8,521,828

自己株式 △757,884 △757,884

株主資本合計 12,261,492 12,243,942

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,505 △13,903

繰延ヘッジ損益 11,690 9,759

土地再評価差額金 331,292 331,292

評価・換算差額等合計 334,476 327,148

純資産合計 12,595,968 12,571,090

負債純資産合計 14,740,194 14,530,280
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

売上高 2,239,096

売上原価 1,258,355

売上総利益 980,740

販売費及び一般管理費 657,130

営業利益 323,609

営業外収益

受取利息 1,199

受取配当金 4,063

不動産賃貸料 2,992

為替差益 4,900

その他 262

営業外収益合計 13,418

経常利益 337,027

税引前四半期純利益 337,027

法人税、住民税及び事業税 28,500

法人税等調整額 62,676

法人税等合計 91,176

四半期純利益 245,851

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。これによる、四半期財務諸表への影響はありません。

（1）処分期日 2022年８月８日

（2）処分する株式の種類及び株式数 当社普通株式 8,630株

（3）処分価額 １株につき  1,872円

（4）処分価額の総額 16,155,360円

（5）処分先及びその人数並びに処分株式の数
当社の取締役（※） ３名 8,630株

※社外取締役を除きます。

（6）その他
本自己株式処分については、金融商品取引法による有価

証券通知書を提出しております。

（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

　当社は、2022年７月８日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を行うことにつ

いて決議いたしました。

１．処分の概要

２．処分の目的及び理由

　当社は、2022年４月28日開催の取締役会において、将来選任される取締役も含め、当社の取締役（社外取締

役を除きます。以下「対象取締役」といいます。）に対して当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンテ

ィブを付与すると共に、株主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的として、当社の取締役を対象とす

る新たな報酬制度として、譲渡制限付株式報酬制度（以下「本制度」といいます。）を導入することを決議し

ました。また、2022年６月24日開催の第66回定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式の付与

に係る現物出資財産として、取締役の金銭報酬枠とは別枠で、対象取締役に対して年額40百万円以内の金銭報

酬債権を支給すること、本制度に基づき発行又は処分される当社の普通株式の総数は年３万3,000株以内とす

ること、及び、譲渡制限付株式の譲渡制限期間は譲渡制限付株式の交付日から当該対象取締役が当社の取締役

その他当社取締役会で定める地位を喪失する日までとすることにつき、ご承認をいただいております。
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